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                              奈 良 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー      （ 奈 良 県 保 健 環 境 研 究 セ ン タ ー 内 ）  N a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S CN a r a  I D S C              今 週 の今 週 の今 週 の今 週 の 概 要概 要概 要概 要         今 週 の 感 染 症 情 報      細 菌 性 食 中 毒 に ご 注 意 … . 第 2 話    （（（（ 調 査 週 ）調 査 週 ）調 査 週 ）調 査 週 ）     平 成平 成平 成平 成 22224444 年年年年                     第第第第 2222２２２２ 週週週週             5555 月月月月 ２ ８２ ８２ ８２ ８ 日 （ 月 ） ～日 （ 月 ） ～日 （ 月 ） ～日 （ 月 ） ～     ６６６６ 月月月月 ３３３３ 日 （ 日 ）日 （ 日 ）日 （ 日 ）日 （ 日 ）       奈 良 県 お よ び 二 次 医 療 圏 別 発 生 状 況  （ 奈 良 県 上 位 5 疾 患 ）（ ５ 週 前 か ら の 動 向 ）  順 位  疾  患  定 点 当 り  奈 良 県  北  部  中  部  南  部  1 感 染 性 胃 腸 炎  7.91 → ～ ↑  → ～ ↑  → ～ ↑  → ～ ↑  2 Ａ 群 溶 連 菌 咽 頭 炎  1.89 ↑  ↑  ↑  ↑  3 水 痘  0.80 → ～ ↓  → ～ ↓  → ～ ↓  ↑  4 咽 頭 結 膜 熱  0.63 → ～ ↑  →  → ～ ↑  →  5 突 発 性 発 し ん  0.37 →  → ～ ↓  ↑  ↓  全 県 の 動 き と 目 立 っ て 異 な る 推 移 （ 定 点 当 り の 変 化 程 度 で 実 数 で は な い ） を 太 い 矢 印 で 示 す 。    県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況県 北 部 地 区 概 況     報 告 数 は 187 例 で 、前 週 報 告 の 184 例 と ほ ぼ 変 わ ら ず 。上 位 ５ 疾 患は 、 ① 感 染 性 胃 腸 炎 、 ② A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 ③ 水 痘 、 ④ 咽 頭 結 膜 熱 、 ⑤ 突 発 性 発 し ん＝ ヘ ル パ ン ギ ー ナ ＝ 流 行 性 耳 下 腺 炎 の 順 。感 染 性 胃 腸 炎 の 報 告 数（ 129 例 ）は 、な お増 加 中 。ヘ ル パ ン ギ ー ナ の 報 告 数（ 4 例 ）は 、や や 増 加 。咽 頭 結 膜 熱 の 報 告 数（ 5 例 ）は 、横 ば い 。突 発 性 発 し ん の 報 告 数（ 4 例 ）も 、横 ば い 。流 行 性 耳 下 腺 炎 の 報 告 数（ 4例 ） は 、 ほ ぼ 横 ば い 。 A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 の 報 告 数 （ 26 例 ） は 、 や や 減 少 。 水 痘 の 報告 数 （ 12 例 ） は 、 や や 減 少 。 な お 、 奈 良 市 保 健 所 お よ び 郡 山 保 健 所 両 管 内 イ ン フ ルエ ン ザ 定 点 か ら 第 21 週 （ 計 3 例 ） ま で 報 告 さ れ て い た が 、 第 22 週 に な り 報 告 が なく な っ た 。 郡 山 HC 管 内 か ら の み 、 眼 科 定 点 よ り 流 行 性 角 結 膜 炎 ； 1 例 と 、 基 幹 定 点よ り マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎；1 例 が 、そ れ ぞ れ 報 告 さ れ た 。         （ 村 井  記 ） 
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県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況県 北 部 外 来 状 況     外 来 患 者 数 は 、 減 少 し て い ま す 。 昼 間 は 暑 か っ た り 、 夜 は 涼 し く なっ た り で 所 謂 か ぜ で 来 院 さ れ る 方 は 増 え て い ま す が 、 対 象 感 染 症 は あ ま り あ り ま せん 。 感 染 性 胃 腸 炎 で は 、 ア デ ノ ウ イ ル ス に よ る し つ こ い 下 痢 の 幼 児 が 目 立 ち ま す 。ロ タ は 最 近 あ り ま せ ん 。 3才 以 上 の 子 で 溶 連 菌 咽 頭 炎 が 流 行 し て い ま す 。 治 療 で はセ フ ェ ム 系 も ア ジ ス ロ マ イ シ ン も 効 き が 悪 く な っ て き て い る 印 象 が あ り ま す 。  （ 矢 追  記 ）   県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況県 中 部 地 区 概 況  報 告 数 は 、 198例 か ら 203例 と わ ず か に 増 加 し た 。 上 位 5疾 患 は 、 感染 性 胃 腸 炎 、 A群 溶 連 菌 咽 頭 炎 、 咽 頭 結 膜 熱 、 突 発 性 発 疹 、 水 痘 お よ び ヘ ル パ ン ギ ーナ の 順 で あ っ た 。感 染 性 胃 腸 炎 は 、120例 と 増 加 傾 向 で あ り 、A群 溶 連 菌 咽 頭 炎 は 27例 と 増 加 し て い る 。 基 幹 定 点 か ら は 、 桜 井 保 健 所 よ り 、 無 菌 性 髄 膜 炎 1例 （ 30才 代 ）  の 報 告 が あ り 、葛 城 保 健 所 よ り 、マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 1例（ 5－ 9才 ）の 報 告 が あ っ た 。   眼 科 定 点 か ら は 、葛 城 保 健 所 よ り 、流 行 性 角 結 膜 炎 2例（ 20才 以 上 ）の 報 告 が あ っ た 。          （ 高 木  記 ）  県 中 部 外県 中 部 外県 中 部 外県 中 部 外 来 状 況来 状 況来 状 況来 状 況  外 来 数 は 多 く は な い が ほ ぼ 横 ば い 。 高 熱 の ア デ ノ 様 感 冒 が あ っ た が僅 か に 減 少 傾 向 。年 長 児 で マ イ コ プ ラ ズ マ 様 咳 嗽 例 が あ る 。幼 児 ノ ロ 陽 性 例 が あ り 、年 長 児 も ノ ロ 様 と 思 わ れ る 例 が 多 い 。 家 族 内 で 、 親 に 感 染 し た 例 も あ っ た 。 他 に 水痘 が 流 行 中 、 流 行 性 耳 下 腺 炎 が 少 し 。 エ コ ー か コクサッキー と 思 わ れ る 両頬・手・足に 発 疹 が散在す る 例 が あ っ た 。                  （岡本  記 ）         県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況県 南 部 地 区 概 況  報 告 数（ 第 21 週 → 第 22 週 ）は 25 例 → 53 例 と 増 加 。報 告 の あ っ た疾 患 は 、 ① 感 染 性 胃 腸 炎 （ 17 例 → 28 例 ） 、 ② A 群 溶 連 菌 咽 頭 炎 （ 5 例 → 13 例 ） 、③ 水 痘 （ 1 例 → 9 例 ） 、 ④ 流 行 性 耳 下 腺 炎 （ 0 例 → 2 例 ） 、 ⑤ 流 行 性 角 結 膜 炎【眼 科定 点】（ 1 例 → 1 例 ）で あ っ た 。                    （柳生  記 ）  県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況県 南 部 外 来 状 況  外 来 数 は 少 な い が 、 や や 増 加 ～ 横這い 。 まだノ ロ疑い？の 感 染 性 胃腸 炎 が し ば し ば見ら れ る 。キャンピロバクタ ー も あ り 。水 痘 も 流 行 中 、隔週 で 増 加 。A 群 溶蓮菌 咽 頭 炎 少 し 。学童の マ イ コ プ ラ ズ マ 肺 炎 あ り 。ミノ マ イ シ ン 内服に て著効を示し た 。ア デ ノ ウ イ ル ス 感 染 症 も見ら れ る 。             （ 山本  記 ）        
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細菌性食中毒に  ご注意….    第 2 話  

   奈 良 県 感 染 症 情 報 セ ン タ ー 第 21 週 週 報 に続き 、 今 週 も 細 菌 に よ る 食 中 毒 に つ い て幾つ か の 食 中 毒 菌を紹介い た し ま す 。  
 

黄色ブドウ球菌黄色ブドウ球菌黄色ブドウ球菌黄色ブドウ球菌  こ の 菌 に よ る 食 中 毒 は 、菌 が 増殖す る際に産生 す る エ ンテロトキシ ン と いう熱 に強い毒素に よ り引き起こ さ れ ま す (毒素型食 中 毒 )。 こ の 菌 は自然界に広く分布し て お り 健康なヒトの皮膚や鼻腔などに も存在し ま す 。 と く に調理す るヒトの手や指に傷が あ り 、化膿し て い る場合は大量の 菌 が存在す る ため食品を汚染 す る可能性 が 高 く な り ま す 。  （ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）     主な 症 状 は 悪心、嘔吐、 下 痢 で す 。 発 熱 す る こ と は余り あ り ま せ ん 。  （ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）     1～ 5 時間 と短い の が特徴で 、 症 状 は ほ と んどが 24 時間 以 内 に回復し ま す 。  （ 感 染 経 路 と 予 防 ）（ 感 染 経 路 と 予 防 ）（ 感 染 経 路 と 予 防 ）（ 感 染 経 路 と 予 防 ）         菌体自体は 熱 に弱く 加 熱処理で死滅し ま す が 、毒素は 熱 や乾燥に強く 食品中 で 毒素が産生 さ れ る と 、 そ の後は 加 熱 し て も不活化さ れ ず 食 中 毒 の原因と な り ま す 。  予防は手をこ まめに洗い 、手に傷が あ る と き の調理は使い捨てビニー ル手袋を使うなどで 食品に直接触れ な い こ と で す 。ま た 、食品を 10℃以 下 に 保 つ こ と は 菌 の 増殖を抑え る こ と に つ な が る の で大切な こ と で す 。  

 

ウエルシュ菌  こ の 菌 はヒトや 動物の 腸 管 内 、土壌、 水 中 など自然界に広く分布し 、酸素を嫌う芽胞菌 （一部 の 細 菌 が形づく る 、極めて耐久性 の 高 い構造） で す 。 食 中 毒 と し て は 菌 が 多量に 増 え た 食品を食べる と 菌 が 腸 管 内 で芽胞を形成す る と き 毒素が で き 、こ れ に よ り 発病し ま す 。  食品を大量に 加 熱調理す る と 、菌 は死滅し そ の 中心部 は 無酸素状態と な り ま す 。 加 熱 で 生 き残っ た耐熱 性 の芽胞は ５０～55℃以 下 に な る と急速に 発芽を始めま す 。よ く み ら れ る原因食品は 、給食 などで大量に 加 熱調理さ れ たカレー 、 シチュー 、 スー プ 、麺つゆなどで す （ 前日に 加 熱調理さ れ 、器の ま ま放冷され た場合が 多 い ）。  （ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）  腹痛、 下 痢 が主で 、特に 下腹部 が は る こ と が 多 く 、一般に 症 状 は軽微で す 。  （ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）（ 潜 伏 期 間 ）  4 時間 ～ 12 時間 、 ほ と んどが 12 時間 以 内 に 発病し ま す 。   
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腸炎ビブリオ 海水 中 に 生息す る 細 菌 で約 3％の 食塩濃度が 増殖に 最適な ため、好塩菌 と呼ば れ ま す 。一般に海水温度が 20℃以 上 に な る と活発 に な る ため夏季に 多 く 、 ま た 2001 年 に 食品衛生法の 基準（鮮魚介類の規格基準） が改正さ れ た後、 患 者 数 は 減 少 し て お り 、 近 年 では 多 く み ら れ る も の で は な く な り つ つ あ り ま す 。  （ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）（ 症 状 ）  下 痢 と 上腹部 の激し い腹痛が み ら れ 、嘔吐や 発 熱を伴うこ と も あ り ま す 。 多 く の場合２～ 3 日で回復し 、予後は 良好で す 。  （ 潜 伏 期 間（ 潜 伏 期 間（ 潜 伏 期 間（ 潜 伏 期 間 ））））     6～１２時間  （ 感 染 症 情 報 セ ン タ ー  記 ）     


